
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

平成 30 年(１月)の労働災害発生状況 

 

－ 死傷者数 97人・死亡者数０人 － 

 

１ 労働災害の発生状況（参考資料：「労働者死傷病報告受理件数表」） 

＊ なお、平成 29年の労働災害発生状況（確定値）は、平成 30年４月下旬に公表予定です。 

２ 労働災害の防止に向けた取組 
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群馬労働局管内における平成 30年の労働災害による休業４日以上の死傷者数は、

１月末日時点での速報値で 97人、そのうち死亡者数は０人となっています。 

【昨年同期と比較した特徴】 

・死傷者数は 10人増加 （昨年同期の 87人より 11.5％増加） 

・死亡者数は２人減少  （昨年同期は２人）   

・業種別では、道路貨物運送業（９人 → 17人）、製造業（ 29人 → 36人）に 

 おいて死傷者数が増加 

①「雇入れ時教育」等の徹底（参考資料：「労働災害が増加しています!!」） 

  休業４日以上の労働災害による死傷者のうち、３割以上を経験年数１年以内の 

 労働者が占めています。年度初めは、雇入れ、配置転換等で新たな作業に就く労 

働者が多く、経験年数が浅い労働者の被災を防止するためには、法定の「雇入れ 

時教育」「作業内容変更時教育」が事業場で確実に実施されることが重要です。 

 そのため、雇入れ時教育等の徹底をはじめとした未熟練労働者に関する災害防 

止対策について、次期労働災害防止計画において重点的に取り組みます。 

 

②一酸化炭素中毒予防の周知・啓発（参考資料：「一酸化炭素中毒による労働災害発生状況」） 

 一酸化炭素（ＣＯ）中毒による死傷災害は、ＣＯ中毒予防の取組強化について 

関係団体へ緊急要請を行った 10月以後も依然として発生しています。平成 29年 

は、災害件数、死傷者数ともに近年例を見ない多さであり、発生した災害の全て 

において、ガソリンエンジン等内燃機関からの排気ガスが中毒の原因でした。 

なお、平成 29年に発生した４件の災害の全ては、一度に３人以上の労働者が 

被災した重大災害です。 

そのため、ＣＯ中毒予防に関する周知・啓発を引き続き展開します。 

 












